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序文

紹介

AVR-IoT Cellular Mini開発基板は移動体通信技術を使ってAVR®ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ基本構造に基づくIoT解決策に対
する小さくて容易に拡張可能な実演と開発の基盤です。これは問題を以下のような3つの部分に分割することによって
代表的なIoT応用の設計が簡単化され得ることを実演するように設計されています。

 ・ AVR128DB48ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗによって表される - 賢さ

 ・ 内包された空中線とSIMｶｰﾄﾞと共にGM02S移動体通信単位部によって表される - 接続性

 ・ ATECC608B安全素子によって表される - 安全性

加えて、AVR-IoT Cellular Mini開発基板は以下の要素が特徴です。

 ・ 開放ｿｰｽのDxCore上で構築されたﾗｲﾌﾞﾗﾘを通して完全なArduinoを支援します。

 ・ 基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ(PKOB nano)がArduino IDEに対して完全なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ支援を提供します。どんな外部ﾂｰﾙも必要
とせず、ｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(ｼﾘｱﾙ⇔USB橋渡し)と2つの論理分析器ﾁｬﾈﾙ(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞGPIO)へのｱｸｾｽも提供し
ます。

 ・ 基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞは容易な’ﾄﾞﾗｯｸﾞ&ﾄﾞﾛｯﾌﾟ’ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞのためPC上で大容量記憶装置として示されます。

 ・ Qwiic®ｺﾈｸﾀとFeather互換端ｺﾈｸﾀはSparkfunとAdafruitのｱﾄﾞｵﾝ基板の広い選択からの容易な拡張を許します。

 ・ 2つの基板上感知器: 色感知器(VEML3328)と温度感知器(MCP9808)

 ・ Microchip MCP73830 Li-Ion/Lipo電池充電器

 ・ Microchip 25CSM04 4Mﾋﾞｯﾄ直列EEPROM

 ・ Microchip MPLAB® XとMicrochip Studioは素からの開発を支援します。

 ・ AVR128DB48ｳｪﾌﾞｻｲﾄ - 文書、ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ、例、ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ購入を探してください。

 ・ AVR-IoT Cellular Miniｳｪﾌﾞｻｲﾄ - ｷｯﾄ情報、最新使用者の手引き、設計文書

https://www.microchip.com/en-us/product/AVR128DB48
https://www.sequans.com/monarch-2-gm02s-module/
https://www.microchip.com/wwwproducts/en/ATECC608B
https://github.com/SpenceKonde/DxCore
https://github.com/microchip-pic-avr-solutions/avr-iot-cellular-arduino-library
https://iot.microchip.com/docs/arduino/start
https://www.microchip.com/en-us/product/AVR128DB48
http://www.microchip.com/DevelopmentTools/ProductDetails.aspx?PartNO=EV70N78A
https://www.sparkfun.com/qwiic
https://learn.adafruit.com/adafruit-feather/overview
https://www.vishay.com/ppg?84968
https://www.microchip.com/en-us/product/MCP9808
https://www.microchip.com/en-us/product/MCP73830
https://www.microchip.com/wwwproducts/en/25CSM04
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1. 序説

1.1. 特徴

 ・ AVR128DB48 AVR®ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ

 ・ ATECC608B CryptoAuthentication™ﾃﾞﾊﾞｲｽ

 ・ 25CSM04直列EEPROM - 4Mﾋﾞｯﾄ

 ・ GM02S移動体通信単位部

 ・ 824～2170MHz移動体通信柔軟空中線

 ・ Ttuphoneの事前払いSIMｶｰﾄﾞ - 150Mﾊﾞｲﾄ ﾃﾞｰﾀを含む

 ・ ﾅﾉSIMｶｰﾄﾞ保持部

 ・ eSIM配置ﾊﾟﾀｰﾝ

 ・ 5つの使用者LED

 ・ 2つの機械的な釦

 ・ VMK3-9002 32.768kHzｸﾘｽﾀﾙ

 ・ VEML3328色感知器

 ・ MCP9808温度感知器

 ・ Adafruit機能互換端ｺﾈｸﾀ

 ・ Qwiic® I2Cｺﾈｸﾀ

 ・ 基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ

 - Microchip StudioとMicrochip MPLAB® Xでの基板識別

 - 1つの電力と状態の緑LED

 - 仮想ｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄ (USB CDC)

 - 2つの論理分析器ﾁｬﾈﾙ (ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞGPIO)

 ・ Cellular ArduinoﾗｲﾌﾞﾗﾘでのArduino互換

 ・ USB、電池、外部入力電源の任意選択

 ・ 充電状態LED付きのMCP73830 Li-Ion/LiPo電池充電器

 ・ 2つの固定電力領域、1.8Vと3.3V

1.2. 基板概要

AVR-IoT Cellular Mini開発基板はMicrochipのAVR128DB48 AVRﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ、ATECC608B安全素子、GM02S移動体通信単位
部でのIoT解決策を開発して評価するためのﾊｰﾄﾞｳｪｱ基盤です。この開発基板には有効化の準備が整っている150Mﾊﾞｲﾄのﾃﾞｰﾀ付
きでTruphoneのSIMｶｰﾄﾞが含まれます。

GM02SはLTE-MまたはNB-IoTが可能な移動体通信網への接続を必要とします。可能な移動体通信網とで、ATECC608Bは全ての
固有基板を識別するためにｸﾗｳﾄﾞでのﾊｰﾄﾞｳｪｱを認識するのに使うことができます。

開発基板はAVR-IoT Cellular Miniで開始するための実演応用、Microship Sandboxで予め書かれてやって来ます。

次図は基板の主な機能を示します。

https://github.com/microchip-pic-avr-solutions/avr-iot-cellular-arduino-library
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図1-1. AVR-IoT Cellular Mini開発基板概要
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1.2.1. Arduino互換性

AVR-IoT Cellular Miniは開放ｿｰｽのDxCore上で構築されたﾗｲﾌﾞﾗﾘを通して完全なArduino支援を持ちます。

Arduino IDEでの開発を開始するには必要とされる依存物全てをｲﾝｽﾄｰﾙためにiot.microchip.comでの手順に従ってください。

助言: 必要とされる依存物がｲﾝｽﾄｰﾙされると、AVR-IoT Cellular Miniの開発はArduino用拡張と共にVisual Studio Codeでも
支援されます。

1.2.2. IoT準備ﾂｰﾙ

IoT準備ﾂｰﾙは支援されるｸﾗｳﾄﾞ供給者に接続し、網供給者を設定し、移動体通信周波数帯を選ぶためにAVR-IoT Cellular Miniを
構成設定するための使い易い解決策です。

助言: AVR-IoT Cellular Miniは動かすための実演ﾌｧｰﾑｳｪｱに関してAWS Microchip Sandbox用に準備されなければなりま
せん。

2. 即時開始

2.1. 即時開始

AVR-IoT Cellular Mini基板上のAVR128DB48ﾃﾞﾊﾞｲｽは基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞによって書かれてﾃﾞﾊﾞｯｸﾞされ、従って外部の書き込み器やﾃﾞ
ﾊﾞｯｶﾞの道具は必要とされません。AVR-IoT Cellular Mini基板は実演応用が書かれてやって来ます。開発基板で開始するには以下
のこれらの手順に従ってください。

 1. 含まれるSIMｶｰﾄﾞを有効化してください。

 2. 含まれるSIMｶｰﾄﾞをSIMｶｰﾄﾞ保持部に挿入し、基板に外部空中線を接続してください。

 3. 基板上のﾃﾞﾊﾞｯｸﾞUSB-CﾎﾟｰﾄをあなたのPCに接続してください。

 4. 基板裏のQR符号を走査するか、または大容量記憶装置を開いてｷｯﾄのｳｪﾌﾞ頁のためにCLICK-ME.HTMに従ってください。

 5. IoT応用の開発を開始するにはそのｳｪﾌﾞ頁での手順に従ってください。

https://github.com/microchip-pic-avr-tools/iotprovision-bin
https://github.com/SpenceKonde/DxCore
https://github.com/microchip-pic-avr-solutions/avr-iot-cellular-arduino-library
https://iot.microchip.com/docs/arduino/start
https://marketplace.visualstudio.com/items?itemName=vsciot-vscode.vscode-arduino
https://www.truphone.com/connectit/
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図2-1. AVR-IoT Cellular Miniﾋﾟﾝ配置
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2.2. 設計資料と関連ﾘﾝｸ

以下の一覧はAVR-IoT Cellular Mini基板に最も関連する資料とｿﾌﾄｳｪｱへのﾘﾝｸを含みます。

 ・ AVR-IoT Cellular Miniｳｪﾌﾞｻｲﾄ - ｷｯﾄ情報、最新の使用者の手引き、設計資料

 ・ Microchip直販でのAVR-IoT Cellular Mini - Microchip直販でこのｷｯﾄを購入

 ・ Microchip IoT文書 - Microchip IoT基板で開始するために最新の手引きと文書を探してください。

 ・ Arduino IDE - Arduino IDEは互換装置で開発、ｺﾝﾊﾟｲﾙしてArduinoに書き込むための道具一式です。

 ・ DxCore - AVR Dx系用Arduino支援

 ・ AVR-IoT Cellular Arduinoﾗｲﾌﾞﾗﾘ - ｼｽﾃﾑと基板上の構成部品と通信するためのAPIを提供します。

 ・ IoT準備ﾂｰﾙ - 移動体通信SIMｶｰﾄﾞに対してｸﾗｳﾄﾞ供給者や網提供者で使うためにAVR-IoT Cellular Mini基板を準備します。

 ・ Microchop試供品店 - ﾃﾞﾊﾞｲｽの試供品を注文することができるMicrochip試供品店

 ・ MPLAB ﾃﾞｰﾀ可視器 - MPLABﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)はﾃﾞｰﾀを可視化して処理するのに使われるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑです。ﾃﾞｰﾀ可視
器はCuriosity NanoとXplained Proの基板で見つかるように、ｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄと基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞのﾃﾞｰﾀ交換器ｲ
ﾝﾀｰﾌｪｰｽのような様々な供給元からﾃﾞｰﾀを受け取ることができます。

 ・ MicrochipのPIC®とAVR®の解決策 - MicrochipのPICとAVRの解決策は適応して拡張される準備が整っているMicrochip開発基板
で使うための完全な応用を含みます。

3. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ説明

3.1. 電力

3.1.1. 電源

基板はUSBﾎﾟｰﾄ、Li-Ion/Li-Po電池、または外部電源を通して給電することができます。基板はLDO待機動作を持つ3.3V用の1つ
の降圧変換器と1.8V用の1つのLDOを含みます。ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはそれ自身のLDOから供給され、基板がUSB電力に接続されている時に
だけ給電されます。SequansのGM02S単位部は入力電力から直接給電され、1.8V出力電圧を生成します。

情報: USBから利用可能な最大電流は500mAまでに制限されます。電流は(接続されていれば)電池の充電とｼｽﾃﾑ間で共用
されます。

重要: USBから給電されない時はそれのGPIOを通して給電されることからﾃﾞﾊﾞｯｶﾞを保護するためにAVR128DB48ﾋﾟﾝがHi-Z
(入力)でCDC UARTに接続されたままにすることが重要です。

電源は電池によって給電される時に漏れを防ぐために4つの電力切替器(MIC94165)で設計されています。USB電力に接続されてい
ない時に3つ全ての切替器は開放で、電池の充電と基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞを禁止します。Feather端ｺﾈｸﾀは既定で給電されます。

図3-1. 電源構成図

USB

Li-Ion/Li-Po
電池

MCP73830
電池充電管理

MIC5528
LDO

MIC3385
降圧/LDO

MCP1171
LDO

J301

J305

J304

J302

J300

J306

ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ回路

AVR128DB48

ATECC608B
25CSM04
QWiiC®

LED
VEML3328
MC9808

Feather端ｺﾈｸﾀ

AVR128DB48
(VDDIO2)
SIM検出

Sequans GM02S

VCC_MCU_P3V3

VCC_P3V3

VCC_FEATHER

VCC_P1V8

VCC_CELL

VCC_FEATHER_EN

3.3V

VBUS
VCC_DEBUGGER_P3V3

VCC_P2V5_P5V25

VBUS

VBUS

VBUS

電源
電池充電器
電力変換器
電力消費部
切断帯
電力ｼﾞｬﾝﾊﾟ

警告 基板へ印加されるどの外部電力も2.5～5.25Vの範囲でなければなりません。5.25Vを超えるどの電圧も基板を損傷するかも
しれません。

https://www.microchip.com/samples/default.aspx
http://www.microchip.com/DevelopmentTools/ProductDetails.aspx?PartNO=EV70N78A
http://www.microchipdirect.com/ProductSearch.aspx?Keywords=EV70N78A
https://iot.microchip.com/docs
https://www.arduino.cc/en/software
https://github.com/SpenceKonde/DxCore
https://github.com/microchip-pic-avr-solutions/avr-iot-cellular-arduino-library
https://github.com/microchip-pic-avr-tools/iotprovision-bin/releases
https://www.microchip.com/en-us/development-tools-tools-and-software/embedded-software-center/mplab-data-visualizer
https://github.com/microchip-pic-avr-solutions
https://www.microchip.com/en-us/product/MIC94165
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基板が電池によって給電されると、電流に関する制限は電圧調整器によってだけ引
き起こされます。2つの調整器、MIC3385とMCP1711からの最大出力電流が右表で一
覧にされます。

表3-1. 出力電流制限

調整器 出力電流制限 (mA)

MCP1711 150

MIC3385 (PWM) 900

MIC3385 (LDO) 120

3.1.2. 電池充電器

AVR-IoT Cellular Miniは基板上のMCP73830 Li-Ion/Li-Po充電器とJST電池ｺﾈｸﾀが特徴です。充電器は小容量電池の過充電を
防ぐため、充電電流を500mAに制限するように構成設定されます。充電周回は充電電流が37mA未満に落ちる時、または充電周回
が4時間の安全計時器よりも長い場合に終了するように構成設定されます。

情報: 推奨最小電池容量は400mAhです

警告 MCP73830は4.2Vの電池充電電圧を持ちます。電池の定格が同じ充電電圧に決められているのを確実にしてください。

電池充電器はVBATﾋﾟﾝでの電圧が3.5Vよりも低い場合、事前調整動作へ移行し、この動作では高速充電電流の10%だけが電池に
供給されます。事前調整動作は1時間の独立した安全計時器を持ちます。充電周回がこの計時器窓内でこの動作を抜け出さない場
合、充電周回は終了されます。事前調整安全計時器が起動された(時間超過した)場合、欠陥電池として示すかもしれません。

警告 接続する前に電池の極性検査を確実にしてください。基板上に逆電流/電池保護回路はありません。

電池充電回路は充電状態を示すために1つの赤LEDを含み
ます。右表をご覧ください。

表3-2. 充電LED

LED 充電状態

点灯 事前調整、定電流高速充電または低電圧充電

消灯 電池が存在しない、停止、充電完了、または計時器失敗

点滅 事前調整計時器超過は欠陥電池を示すかもしれません。

3.1.3. 複数電圧入出力

AVR128DB48 MCUは複数電圧入出力(MVIO:Multi-Voltage I/O)用支援を持ちます。ﾎﾟｰﾄCはMVIO用に予約され、1.8VでVDDIO 
2から給電されます。MVIOｼｽﾃﾑ構成設定(MVSYSCFG)ﾋｭｰｽﾞはAVR128DB48の供給状態を制御します。このﾋｭｰｽﾞが単一供給動
作に設定された場合、VDDIO2給電電圧が動作に対して受け入れ可能な範囲未満のため、ﾎﾟｰﾄCの全てのﾋﾟﾝがHi-Zにされます。
MVSYSCFGﾋｭｰｽﾞに対する既定設定は2源供給動作です。

情報: 外部基準移動器の必要なしにSequans GM02S単位部の1.8V I/O要件を満足するよう、VDDIO2に1.8Vが選ばれます。

表3-3. MVIOﾋﾟﾝ

AVR128DB48ﾋﾟﾝ 接続される周辺機能機能

PC0 USART1 TX GM02S

PC1 USART1 RX GM02S

PC2 I2C0 SDA ATECC608B, VEML3328

PC3 I2C0 SCL ATECC608B, VEML3328

PC4 CTS0 GM02S

PC5 RESETEN GM02S

PC6 RING0 GM02S

PC7 RTS0 GM02S

https://www.microchip.com/en-us/product/MCP73830
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3.1.4. 電力測定

全ての基板部品への電力は50mil穴を持つ5つの切断帯を通して接続され、ｼﾙｸ ｽｸﾘｰ
ﾝで記されます。これらは電流測定目的が意図されています。MCU、感知器、他の接続
された回路がI/Oを通して給電されるかもしれないため、これらを未接続のままにしない
でください。

図3-2. 切断帯

警告 どれかのﾊｰﾄﾞｳｪｱ変更を行う前に、基板がUSB、電池、または外部電力から切
断されているのを確実にしてください。

望む網での電力を測定するには切断帯を切断し、50mil穴に電流計を接続してくださ
い。

3.1.4.1. ｼｽﾃﾑ電圧測定

AVR-IoT Cellular Mini基板はMIC94163切替器とAVR128DB48のADCﾋﾟﾝ
に接続された分圧器を使うｼｽﾃﾑ電圧測定回路を持ち、望む測定を許し、
分圧器を通して電力漏れを防ぎます。

ｼｽﾃﾑ電圧はPE0での入力として利用可能で、1/4に分圧されます。ｼｽﾃﾑ
電圧を測定するには以下のこれらの手順に従ってください。

 1. ADCに対して電圧参照基準を構成設定してください。

 2. 分圧器を許可するためにPB3をHighに設定してください。

 3. PE0をADC用入力として設定してください。

 4. ｼﾝｸﾞﾙ ｴﾝﾄﾞADC変換を走らせてください。

 5. 次式を使って電圧を計算してください。

表3-4. ｼｽﾃﾑ電圧測定ﾋﾟﾝ

AVR128DB48ﾋﾟﾝ 機能

PE0 ADC0(AIN8) - ｼｽﾃﾑ電圧測定

PB3 GPIO - ｼｽﾃﾑ電圧測定許可

V =
ADC結果×VREF×4

ADC分解能

助言: 電力保全のため、測定後にPE0、PB3、ADCを禁止してください。

3.1.4.2. 供給電圧測定

VDDとVDDIO2はAVR128DB48のADCへの内部ﾁｬﾈﾙで利用可能です。電圧は1/10に分圧されます。VDDとVDDIO2を測定するに
は次のこれらの手順に従ってください。

 1. ADCに対して電圧参照基準を構成設定してください。

 2. ADCへの正入力としてVDDまたはVDDIO2を選んでください。

 3. ｼﾝｸﾞﾙ ｴﾝﾄﾞADC変換を走らせてください。

 4. 次式を使って電圧を計算してください。

V =
ADC結果×VREF×10

ADC分解能

3.1.5. 低電力動作

可能な最低消費電力を達成するために以下を考慮してください。

 ・ 低電力動作(ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ)でのMCP9808

 - 16ﾋﾞｯﾄ構成設定ﾚｼﾞｽﾀ(ｱﾄﾞﾚｽ$01)のﾋﾞｯﾄ8(SHDN)を設定(1)してください。

 ・ VEML3328電力断

 - 命令ﾚｼﾞｽﾀ(ｱﾄﾞﾚｽ$00)に動作停止命令(下位ﾊﾞｲﾄ:$11、上位ﾊﾞｲﾄ:$80)を送ってください。

 ・ 低電力動作でのGM02S

 - 低電力動作は既定で有効です。

 - 低電力動作を許可/禁止するには以下のAT命令を発行してください。

 AT+CFUN=5
 AT+SQNHWCFG="lpm"[,("enable","disable")]
 AT^RESET

 - この単位部はAT命令を加える前に”製造動作”に設定しなければならず、設定はﾘｾｯﾄAT命令を発行することでﾗｯﾁされます。

https://www.microchip.com/en-us/product/MIC94163
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 ・ 未使用AVR128DB48入出力ﾋﾟﾝを入力として設定し、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力緩衝部を禁止してください。

 - それがｼｽﾃﾑ電圧測定用回路を許可するのに使われるため、PB3を禁止することを確実にしてください。

 ・ ﾊﾟﾜｰﾀﾞｳﾝ休止動作でのAVR128DB48

 ・ PB4をHighに設定することによって3.3V調整器(MIC3385)に対してLOWQ® LDO動作を許可してください。

3.1.6. 外部電力

AVR-IoT Cellular Mini基板に外部電力を加えるのに次のような2つの方法があります。

 1. 端ｺﾈｸﾀ上のUSBを通して

 2. VMUX100milﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞを通して

警告 何れかのﾊｰﾄﾞｳｪｱ変更を行う前に、基板がUSB、電池、または外部電力から切断されていることを確実にしてください。

警告 基板を外部供給元で給電している時は電圧が2.5V～5.25V間であることを保証してください。これを超えるどの電圧も基板
を損傷するかもしれません。

警告 外部電力使用時、基板が電池またはUSB電力に接続されていないことを確実にしてください。接続されている場合、基板を
損傷するかもしれません。

3.2. 周辺機能

3.2.1. AVR128DB48

MicrochipのAVR128DB48ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗは知的なｱﾅﾛｸﾞ、ｺｱから独立した周辺機能(CIP:Core Independent Peripherals)、統合され
た3つのOPAMPS、複数電圧入出力(MVIO:Multi-Voltage I/O)が特徴です。AVR128DB48の特徴は低電力IoT応用に上手く適合し
ます。

3.2.2. ATECC608B

ATECC608Bは高度な楕円曲線暗号(ECC:Elliptic Curve Cryptography)を持つMicrochip CryptoAuthentication™資産の安全素子
です。ECDHとECDSA組み込みでこのﾃﾞﾊﾞｲｽは暗号/復号算法が動いているMCUやMPUを持つｼｽﾃﾑに対して機密性、ﾃﾞｰﾀ完全
性、認証のような完全な安全の範囲を供給することによって急速に成長しているIoT市場に理想的です。全てのMicrochipのCryptoA 
uthentication製品同様、新しいATECC608Bはｿﾌﾄｳｪｱの弱点に繋がる潜在的な裏口をなくす超安全なﾊｰﾄﾞｳｪｱに基づく暗号鍵記
憶と暗号対策を使います。

AVR-IoT Cellular Mini基板のATECC608B CryptoAuthenticationﾃﾞﾊﾞｲｽを使ってIoT通信を安全にするために他のﾊｰﾄﾞｳｪｱで基板
を認証することができます。

情報: 7ﾋﾞｯﾄのI2Cｱﾄﾞﾚｽは$58です。
表3-5. ATECC608B接続

ATECC608Bﾋﾟﾝ 機能AVR128DB48ﾋﾟﾝ 共有機能

SDA PC2 TWI0 SDA
VEML3328

SCL PC3 TWI0 SCL

3.2.3. 25CSM04 EEPROM

Microchipの25CSM04は基板電圧範囲に渡って直列周辺ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(SPI)動作を持つ4Mﾋﾞｯﾄ直列EEPROMです。このﾃﾞﾊﾞｲｽは128
ﾋﾞｯﾄの固有通番と256ﾊﾞｲﾄ(2048ﾋﾞｯﾄ)の使用者書き込み可能な施錠可能なIDﾍﾟｰｼﾞ、組み込み誤り訂正符号、全てのﾊﾞｲﾄに対して
構成設定可能な書き込み保護機構を含む各々が8ﾋﾞｯﾄの524,288ﾊﾞｲﾄ(512Kﾊﾞｲﾄ)の1つの塊として構成されます。

付加的な特徴

 ・ ﾃﾞｰﾀ保持力>100年

 ・ 動作電圧範囲 : 2.5～5.5V

 ・ VCC>3.0Vで8MHz、VCC>2.5Vで5MHzの高速ｸﾛｯｸ周波数

 ・ 書き込み電流 : 5Vで3.0mA、 読み込み電流 : 5V、8MHzで3.0mA、 待機電流 : 2.5Vで1.0µA

表3-6. 25CSM04接続

25CSM04ﾋﾟﾝ 機能AVR128DB48ﾋﾟﾝ 共有機能

CS PE3 SPI0 SS -

SO PA5 SPI0 MISO

SI PA4 SPI0 MOSI Featherｺﾈｸﾀ

SCK PA6 SPI0 SCK

https://www.microchip.com/en-us/product/MIC3385
https://www.microchip.com/en-us/product/AVR128DB48
https://www.microchip.com/en-us/product/ATECC608B
https://www.microchip.com/en-us/product/25CSM04
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3.2.4. 32.768kHzｸﾘｽﾀﾙ

VMK3-9002-32K7680000はｸﾘｽﾀﾙは20ppm内の精度です。実装された32.768kHzｸﾘｽﾀﾙとAVR128DB48内の外部32.768kHzｸﾘｽﾀ
ﾙ用発振器(XOSC32K)単位部を使うと、単独で生成することができる内部OSC32K単位部よりももっとずっと正確なｸﾛｯｸ信号を生成
します。AVR128DB48の自動調整機能で、外部ｸﾘｽﾀﾙは内部高
周波数発振器の精度を改善するための参照基準として使うことが
でき、これはAVR128DB48の実時間単位部に対する理想的な参
照基準ｸﾛｯｸでもあります。

表3-7. 32.768kHzｸﾘｽﾀﾙ接続

機能AVR128DB48ﾋﾟﾝ 共有機能

PF0 XTAL32K1 (ｸﾘｽﾀﾙ入力) -

PF1 XTAL32K2 (ｸﾘｽﾀﾙ出力) -

3.2.5. LED

AVR-IoT Cellular Mini基板上でGPIOまたはPWMのど
ちらかによって制御することができる5つの使用者LED
が利用可能です。このLEDは接続された入出力線を
GNDに駆動することによって活性（点灯)にすることがで
きます。

表3-8. LED接続

LED LED色AVR128DB48ﾋﾟﾝ 共有機能示唆される機能

LED0 PA0 青 Cellular状態 -

LED1 PA1 緑 接続状態 -

LED2 PA2 黄 ﾃﾞｰﾀ状態 -

LED3 PA3 赤 異常 -

LED4 PB2 黄 使用者LED 基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ

3.2.6. 機械的な切替器

AVR-IoT Cellular Mini基板は2つの機械的な切替器を持ちます。SW0は押下時に接続された入出力線を接地(GND)に駆動する一
般的な使用者構成可能な切替器です。SW1はAVR128DB48の入力専用ﾋﾟﾝに接続され、RESETとして機能するようにﾋｭｰｽﾞ設定す
ることができます。この機械的な切替器に外部ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗はありません。衝突を防ぐために外部直列抵抗だけが存在します。PD2と
PF6に対して内部ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟを許可することが推奨されます。

情報: PF6は既定で入力として機能するように
ﾋｭｰｽﾞ設定されます。SW1をRESETとして
使うにはRSTPINCFGﾋｭｰｽﾞを’1’設定して
ください。

表3-9. 機械的な切替器の接続

切替器 機能AVR128DB48ﾋﾟﾝ 共有機能

SW0 PD2 GPIO/EXT_INT 基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ

SW1 PF6 入力/RESET -

3.2.7. GM02S単位部

SequansのGM02Sは省空間設計に適した低消費電力Cellular単位部です。Monarch 2 GM02SはSequansのSingle-SKU™ RF前処理
部で、これはどの世界中の帯域でもこの単位部の使用を許します。統合されたEAL5+ Secure EnclaveがSIM(iSIM)の安全な記憶を許
します。

この単位部はVCC_P2V5_P5V25網から給電され、VCC_CELL_P1V8網で1.8Vを出力し、これは100mAまでの最大電流を引き出す小
さなﾃﾞﾊﾞｲｽに対して電力を提供するのに使うことができます。VCC_CELL_P1V8はeSIM配線ﾊﾟﾀｰﾝ用電力として配線されます。

警告 GM02S用の入出力は3.3Vの最大入力を持ち、1.8Vで動作します。3.3Vを超えるどの電圧もGM02S単位部を損傷するかも
しれません。

GM02S単位部の消費電力は単位部の状態に依存して変わります。

 ・ 活動/待機動作 - 30mA

 ・ 軽い休止動作 - 200µA

 ・ 深い休止動作 - 1µA

https://www.sequans.com/products-solutions/modules/lte-m-nb-iot-cat-m1-nb1-nb2/monarch-2-gm02s/
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表3-10. GM02S接続

GM02Sﾋﾟﾝ 説明接続

12 - 状態LED/GPIO1 検査点 - TP204 状態LED

13 - 節電状態/GPIO2 検査点 - TP205 電力状態

16 - RING0 AVR128DB48 - PC6 UART0ﾘﾝｸﾞ線

39 - ESIMﾃﾞｰﾀ

40 - ESIM CLK eSIM配線ﾊﾟﾀｰﾝ eSIM配線ﾊﾟﾀｰﾝに配線

41 - ESIM RST

42 - SIM CLK

43 - SIMRST SIMｶｰﾄﾞ保持部に接続

44 - SIMﾃﾞｰﾀ SIMｶｰﾄﾞ保持部

45 - SIM検出 SIMｶｰﾄﾞ不在時にHigh、SIM存在時にLow

73 - SIM VCC SIMｶｰﾄﾞ保持部用1.8V供給

46 - RESETEN AVR128DB48 - PC5 単位部ﾘｾｯﾄ信号

66 - JTAG TMS

67 - JTAG TDI

68 - JTAG TDO JTAGﾋﾟﾝはｷｯﾄ裏の10ﾋﾟﾝ検査点配列で利用可能です。 GM02S用JTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

69 - JTAG TCK

70 - JTAG TRSTN

図3-3. GM02S JTAG検査点配列
情報: GM02S JTAGﾋﾟﾝは基板の裏の50mil検査点配列に配線されます。

3.2.7.1. GM02S UART

この単位部は3つのUARTが特徴で、これらは下表で示されるように構成設定されます。

表3-11. GM02S UART

GM02S
UART

機能接続
流れ
制御

ﾎﾞｰﾚｰﾄ ﾊﾟﾘﾃｨ
ﾃﾞｰﾀ

ﾋﾞｯﾄ数
動作
形態

停止
ﾋﾞｯﾄ

UART0 AVR128DB48のﾎﾟｰﾄCへ接続 外部MCUからのﾃﾞｰﾀと制御 115200 許可
(RTS/CTS)

AT

UART1 ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞとﾌｧｰﾑｳｪｱ更新 921600 8 なし 1 DCP

UART2
50mil検査点として利用可能

ﾓﾃﾞﾑ ｺﾝｿｰﾙ 115200 未支援 ｺﾝｿｰﾙ

図3-4. UART1とUART2UART1とUART2はこの開発基板の表と裏の両側に於いて50mil検査点で利用可能です。
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3.2.7.2. GM02S工場構成設定

SequansのGM02S単位部は全ての未使用のGPIOﾋﾟﾝと周辺機能が禁止されるように工場で構成設定されます。基板で利用可能な機
能だけが許可されます。SIM0(SIMｶｰﾄﾞ)ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽは電力を節約するためにﾎﾟｰﾘﾝｸﾞなしで許可されます。SIMｶｰﾄﾞはﾓﾃﾞﾑがSIMｶｰ
ﾄﾞを検出する場合にだけ給電されます。SIM1ｲﾝﾀｰﾌｪ-ｽは既定で禁止されます。AVR-IoT Cellular MiniでeSIMを使うにはGM02Sの
ﾊｰﾄﾞｳｪｱ構成設定でSIM1ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを許可してください。

全ての基板はAVR-IoT Cellular Miniの製造中に作成される復元点と共に来ます。工場ﾘｾｯﾄ機能を使うと、この単位部の全ての不揮
発性ﾊﾟﾗﾒｰﾀを最新の復元点にﾘｾｯﾄ(戻)します。工場復元を実行するにはUART経由でGM02Sへ以下の命令を送ってください。

 AT+CFUN=5
 AT+SQNSFACTORYRESET

注意 工場ﾘｾｯﾄ発行はﾓﾃﾞﾑによってｷｬｯｼｭされたどのﾃﾞｰﾀも破棄し、ﾓﾃﾞﾑに格納されたどの証明書も消去します。工場ﾘｾｯﾄ後
にｸﾗｳﾄﾞ ｻｰﾋﾞｽ提供者の準備が必要です。

工場復元点が存在するかを調べるにはﾓﾃﾞﾑのUARTへ以下の命令を発行してください。

 AT+CFUN=5
 AT+SQNFACTORYSAVE?

復元点が存在する場合の応答は以下です。

 +SQNFACTORYSAVE=microchip

重要: どれかのGM02S UARTへAT命令を発行するにはUARTをAT動作形態に構成設定してください。

3.2.7.3. 外部空中線

この開発基板に含まれるのはMolexのU.FLｺﾈｸﾀでの柔軟な空中線です。この空中線は824～960/1710～2170MHz範囲のどの帯域
にも適合します。

3.3. 感知器

3.3.1. 温度感知器

MCP9808ﾃﾞｼﾞﾀﾙ温度感知器は-20～100℃間の温度を±0.25℃/±0.5℃(代表/最大)精度でﾃﾞｼﾞﾀﾙ語に変換します。

付加的特徴

 ・ 精度

 - -40～125℃で±0.25℃ (代表値)

 - -20～100℃で±0.5℃ (最大値)

 ・ 使用者選択可能な測定分解能

 - 0.5℃、0.25℃、0.125℃、0.0625℃

 ・ 使用者設定可能な温度制限

 - 温度窓制限

 - 重要温度制限

 ・ 使用者設定可能な温度警報出力

 ・ 動作電圧範囲 : 2.7～5.5V

 ・ 動作電流 : 200µA (代表)

 ・ 停止電流 : 0.1µA (代表)

MCP9808温度感知器はI2Cと使用者構成設定可能な警報出力についてはGPIOを通してAVR128DB48に接続されます。

情報: 7ﾋﾞｯﾄのI2Cｱﾄﾞﾚｽは$19です。
表3-12. MCP9808接続

MCP9808ﾋﾟﾝ 機能AVR128DB48ﾋﾟﾝ 共有機能

SDA PF2 TWI1 SDA Featherｺﾈｸﾀ、
QwiicSCL PF3 TWI1 SCL

https://www.molex.com/molex/products/part-detail/antennas/2072350100
https://www.microchip.com/en-us/product/MCP9808
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3.3.2. VEML3328色感知器

VEML3328 RGBCIR色感知器は赤(R)、緑(G)、青(B)、可視光(C)、赤外光(IR)を測定するためにAVR-iOT Cellular Mini基板に実装
されます。この感知器は色温度と明るさでの違いを感知するためにﾌｫﾄﾀﾞｲｵｰﾄﾞ、増幅器、ｱﾅﾛｸﾞ/ﾃﾞｼﾞﾀﾙ回路を使います。

付加的特徴

 ・ 各ﾁｬﾈﾙ(R、G、B、C、IR)に対して16ﾋﾞｯﾄ分解能

 ・ 温度補償 : -40～85℃

 ・ 動作電圧範囲 : 2.6～3.6V

 ・ 動作電流 : 580µA (代表)

 ・ 停止電流 : 0.8µA (代表)

VEML3328色感知器は1.8V I2Cﾊﾞｽを通してAVR128DB48に接続されます。

情報: 7ﾋﾞｯﾄのI2Cｱﾄﾞﾚｽは$10です。
表3-13. VEML3328接続

VEML3328ﾋﾟﾝ 機能AVR128DB48ﾋﾟﾝ 共有機能

SDA PC2 TWI0 SDA
ATEVV608B

SCL PC3 TWI0 SCL

3.4. 外部ｺﾈｸﾀ

3.4.1. Featherｺﾈｸﾀ

AVR-IoT Cellular Mini開発基板はFeather形式の端ｺﾈｸﾀが特徴です。このｺﾈｸﾀはAdafuitのFeather/FeatherWings互換に設計さ
れています。

図3-5. Featherｺﾈｸﾀﾋﾟﾝ配置

USART2 TX PF6 RST

P1V8-P3V3

P3V3 VCC Feather

VREF PD7 AREF

GND

AIN6 PD6 A0

AIN1 PD1 A1

AIN3 PD3 A2

AIN4 PD4 A3

AIN5 PD5 A4

AIN7 PD7 A5

SPI0 SCK PA6 SCK

SPI0 MOSI PA4 MO

SPI0 MISO PA5 MI

USART2 RX PF5 RX

USART2 TX PF4 TX

未接続

PA0LED0

PA1LED1

PA2LED2

PA3LED3

DBG1-DGI1 LED4 D13 PB2

VBAT P3V7

Feather許可

VBUS P5V0

D13 PB2 LED4 DBG1-DGI1

D12 PA7

D11 PD2 SW0 DBG2-DGI0

D10 PB5

D9 PD0

D6 PE1

D5 PE2

SCL PF3 I2C1 SCL

SDA PF2 I2C1 SDA

PD2 D11 SW0 DBG2-DGI0

PF6 RST SW1

周辺機能 ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞGPIO I2C (P3V3)

I2C (P1V8) ｱﾅﾛｸﾞ USART

SPI AVRﾎﾟｰﾄ Arduinoﾎﾟｰﾄ

電源 接地 機能共有

半田接続点 (開放)

https://learn.adafruit.com/adafruit-feather/overview
https://www.vishay.com/ppg?84968
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いくつかの接続は他の周辺機能と共用されます。下表をご覧ください。

表3-14. 共用される接続

ﾋﾟﾝ 説明 共有機能

AREF AVR128DB48用ｱﾅﾛｸﾞ参照基準電圧入力 PD7(A5)での開放半田接続帯を通して共用

SPI - 25CSM04

I2C - MCP9808、Qwiic®ｺﾈｸﾀ

DBG1, DBG2 ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞGPIOﾁｬﾈﾙ 基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ接続

3.4.2. Qwiic®

AVR-IoT Cellular Mini基板はＳparkFunのQwiic®ｼｽﾃﾑを使ってこの開発基板を拡張するための4ﾋﾟﾝのQwiic®ｺﾈｸﾀが特徴です。
Qwiic®ｼｽﾃﾑは複数の単位部を接続するための単位部ﾃﾞｨｼﾞｰﾁｪｰﾝを許します。

図3-6. Qwiic®ｺﾈｸﾀ 表3-15. Qwiic®ｺﾈｸﾀ ﾋﾟﾝ配置

Qwiic®ﾋﾟﾝ 機能AVR128DB48ﾋﾟﾝ 共有機能

1 - GND - GND -

2 - VCC - VCC_P3V3 -

3 - SDA PF2 TWI1 SDA MCP9808、
Featherｺﾈｸﾀ4 - SCL PF3 TWI1 SCL

4. 基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ
以下の項は基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ(PKOB nano)の機能を記述します。これの全ての機能がArduino IDEで支援される訳でないかもしれませ
ん。

4.1. 基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ概要

AVR-IoT Cellular Miniは書き込みとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用の基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞを含みます。基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞは以下のいくつかのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽから成る
複合USB装置です。

 ・ MPLAB® X IDEとMicrochip StudioでAVR128DB48を書いてﾃﾞﾊﾞｯｸﾞすることができるﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ

 ・ AVR128DB48のﾄﾞﾗｯｸﾞ&ﾄﾞﾛｯﾌﾟ書き込みを許す大容量記憶装置

 ・ AVR128DB48の万能同期/非同期送受信器(USART)に接続され、端末ｿﾌﾄｳｪｱを通して目標応用と通信する容易な方法を提供
する仮想ｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄ(CDC)

 ・ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの流れを可視化するための論理回路分析器ﾁｬﾈﾙ(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞGPIO)でのｺｰﾄﾞ計装用ﾃﾞｰﾀ中継器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(DGI:Data Gat 
eway Interface)

基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはAVR-IoT Cellular Mini基板上の(PSと記された)電力と状態のLEDを制御します。下表は各種動作形態でLEDがどう
制御されるかを示します。

表4-1. 基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞLED制御

動作形態 電力と状態のLED

ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ動作 LEDは電源投入の間ゆっくり点滅

電源投入 LEDはON

標準動作 LEDはON

書き込み 活動表示。LEDは書き込み/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの間ゆっくり点滅

ﾄﾞﾗｯｸﾞ&ﾄﾞﾛｯﾌﾟ
書き込み

成功 : LEDは2秒間ゆっくり点滅
失敗 : LEDは2秒間素早く点滅

障害 電力障害が検出された場合にLEDは素早く点滅

休止/OFF LEDはOFF。基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞは休止動作か電力断のどちらか。これはｷｯﾄが外部給電される場合に起き得ます。

情報: ゆっくり点滅は概ね1Hz、素早く点滅は概ね5Hzです。

https://www.sparkfun.com/qwiic
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4.1.1. ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ

AVR-IoT Cellular Mini基板の基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀのUSB下部組織で人ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ装置(HID:Human Interface Device)と
して現れます。ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはMPLAB® X IDEとMicrochip Studioの両方といくつかの第三者IDEを使ってAVR128DB48の完全装備の書き
込みとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを支援します。

留意: ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞのﾌｧｰﾑｳｪｱ更新を保ってください。ﾌｧｰﾑｳｪｱ更新はMPLAB® X IDEまたはMicrochip Studioを使う時に自動
的に行われます。

4.1.2. 仮想ｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄ (CDC)

仮想ｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄ(CDC)はﾎｽﾄPCと目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ間の汎用ｼﾘｱﾙ橋渡しです。

4.1.2.1. 概要

基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはﾎｽﾄで仮想ｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄとして現れる標準通信装置ｸﾗｽ(CDC:Communications Device Class)を含む複合USB装置を
実装します。CDCはﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀと目的対象間の両方向で任意ﾃﾞｰﾀを流すのに使うことができ、ﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀで仮想ｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄを
通して送られた全ての文字はﾃﾞﾊﾞｯｶﾞのCDC TXﾋﾟﾝでUARTとして送られ、ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞのCRC RXﾋﾟﾝで捕獲されたUART文字は仮想ｼﾘ
ｱﾙ ﾎﾟｰﾄを通してﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀに返されます。

図4-1. CDC接続

端末ｿﾌﾄｳｪｱ USB
CDC TX

CDC RX

ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ 目的対象MCU

USART ＲX

USART ＴX

端末送信

端末受信 目的対象送信

目的対象受信

PC

情報: 図4-1.で示されるように、ﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀから受け取る文字に対してﾃﾞﾊﾞｯｶﾞのCDC TXﾋﾟﾝは目的対象のUSART RXﾋﾟﾝに
接続されます。同様に、ﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀへ送られる文字に対してﾃﾞﾊﾞｯｶﾞのCDC RXﾋﾟﾝは目的対象のUSART TXﾋﾟﾝに接
続されます。

4.1.2.2. ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑ支援

Windows®機ではCDCがCuriosoty Virtual COM Port(Curiosity仮想COMﾎﾟｰﾄ)として列挙(接続認識)され、Windowsﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾏﾈｰｼﾞｬ
のﾎﾟｰﾄ部分に現れます。COMﾎﾟｰﾄ番号はそこで見つけることもできます。

情報: 古いWindowsｼｽﾃﾑではCDCがUSBﾄﾞﾗｲﾊﾞを必要とします。このﾄﾞﾗｲﾊﾞはMPLAB® X IDEとMicrochip Studioのｲﾝｽﾄｰﾙ
に含まれます。

Linux®機ではCDCが/dev/ttyACM#として列挙(接続認識)されて現れます。

情報: Linuxでtty*装置は”dialout”群に属し、故にCDCｱｸｾｽする許可を持つ群の一員になることが必要かもしれません。

MAC®機ではCDCが/dev/tty.usbmodem#として列挙(接続認識)されて現れます。どの端末ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが使われるかに依存して、usbmo 
dem#として利用可能なﾓﾃﾞﾑの一覧で現れます。

情報: 全てのｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑに対して : DTR信号を支援する端末模倣部を使うことに注意してください。「4.1.2.4. 合図」を
ご覧ください。

4.1.2.3. 制限

基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞのCDCで全てのUART機能が実装される訳ではありません。制限は以下のようにここで概説されます。

・ ﾎﾞｰﾚｰﾄ: 1200bps～500kbpsの範囲でなければなりません。この範囲外のどのﾎﾞｰﾚｰﾄも警告なしに最も近い限度に設定されます。
ﾎﾞｰﾚｰﾄは実行中に変えることができます。

・ 文字形式: 8ﾋﾞｯﾄ文字だけが支援されます。

・ ﾊﾟﾘﾃｨ: 奇数、偶数、なしにすることができます。

・ ﾊｰﾄﾞｳｪｱ流れ制御: 支援なし

・ 停止ﾋﾞｯﾄ: 1または2のﾋﾞｯﾄが支援されます。
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4.1.2.4. 合図

USB列挙(接続認識)の間、ﾎｽﾄOSはCDCｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの通信とﾃﾞｰﾀの両ﾊﾟｲﾌﾟを開始します。この時点で、CDCのﾎﾞｰﾚｰﾄと他のUAR 
Tﾊﾟﾗﾒｰﾀを設定して読み戻すことが可能ですが、ﾃﾞｰﾀの送出と受け取りは許可されません。

端末をﾎｽﾄに接続する時にDTR信号が活性にされなければなりません。これがUSBｲﾝﾀｰﾌｪｰｽで実装される仮想制御信号のため、
基板には物理的に存在しません。ﾎｽﾄからのDTR活性化は基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞにCDC作業が活性であることを示します。ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞは(利用
可能の場合)それの基準移動器(ﾚﾍﾞﾙｼﾌﾀ)を許可してCDCﾃﾞｰﾀの送受信機構を開始します。

1.20以前版のﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ﾌｧｰﾑｳｪｱでのDTR不活性化は以下の動きになります。

 ・ ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞUART受信部は禁止され、更なるﾃﾞｰﾀはﾎｽﾄへ送出されません。

 ・ ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞUART送信部は転送待ち行列のﾃﾞｰﾀの送信を続けますが、新規ﾃﾞｰﾀはﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀから受け入れられません。

 ・ (利用可能の場合)基準移動器(ﾚﾍﾞﾙｼﾌﾀ)は禁止され、ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞのCDC TX線は駆動に留まります。

1.21以降版のﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ﾌｧｰﾑｳｪｱでのDTR不活性化は以下の動きになります。

 ・ ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞUART受信部は禁止され、更なるﾃﾞｰﾀはﾎｽﾄへ送出されません。

 ・ ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞUART送信部は送出待ち行列のﾃﾞｰﾀの送信を続けますが、新規ﾃﾞｰﾀはﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀから受け入れられません。

 ・ 一旦進行中の送信が完了されると、(利用可能の場合)基準移動器は禁止され、故にﾃﾞﾊﾞｯｶﾞのCDC TX線はHi-Zになります。

留意: 端末模倣部をDTR信号有効に設定してください。その信号なしでは基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞがそれのUARTを通すどのﾃﾞｰﾀの
送信も受信もしません。

助言: 基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞのCDC TXﾋﾟﾝはﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀによってCDCｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが許可されるまで駆動されません。また、ﾃﾞﾊﾞｯ
ｶﾞと目的対象に接続しているCDC線上に外部ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗がなく、これは電源投入中にそれらの線が浮いていることを
意味します。ﾌﾚｰﾐﾝｸﾞ異常などのような予測不能な動きになるどんな不具合も避けるために、目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽはﾃﾞﾊﾞｯ
ｶﾞのCDC TXﾋﾟﾝに接続されたﾋﾟﾝで内部ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟを許可することができます。

4.1.2.5. 高度な使い方

CDC置き換え動作

標準動作では、基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはﾎｽﾄとﾃﾞﾊﾞｲｽ間の真のUART橋渡しです。けれども、或る使用事例で、基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞは基本動作
形態を置き換えて他の目的のためにCDC TXとRXのﾋﾟﾝを使うことができます。

ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞのCDC TXﾋﾟﾝの出力に文字を送るのに、基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞの大容量記憶ﾄﾞﾗｲﾌﾞへの文書ﾌｧｲﾙ引き摺りを使うことができます。
ﾌｧｲﾙ名と拡張子は普通ですが、文書ﾌｧｲﾙは次のような文字で始まらなければなりません。

 CMD:SEND_UART=

1.20以前版のﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ﾌｧｰﾑｳｪｱは以下の制限を持ちます。

 ・ 最大ﾒｯｾｰｼﾞ長は50文字 - ﾌﾚｰﾑ内の全ての残りﾃﾞｰﾀは無視されます。

 ・ この動作で使われる既定ﾎﾞｰﾚｰﾄは9600bpsですが、CDCが既に活性、または構成設定されていた場合、以前に使われたﾎﾞｰﾚｰﾄ
が未だ適用されます。

1.21以降版のﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ﾌｧｰﾑｳｪｱは以下の制限/特徴を持ちます。

 ・ 最大ﾒｯｾｰｼﾞ長はﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀやｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑでのMSCSCSI層制限時間に依存して変わります。512ﾊﾞｲﾄ(本体498文字)の
単一SCSIﾌﾚｰﾑは保証され、4Kﾊﾞｲﾄまでのﾌｧｲﾙが殆どのｼｽﾃﾑで動きます。転送はﾌｧｲﾙで最初に出会ったNULL文字で完了し
ます。

 ・ 使用ﾎﾞｰﾚｰﾄは既定命令に対して常に9600bpsです。

 CMD:SEND_UART=

 ・ CDC/達末上でのﾃﾞｰﾀ転送と同時にCDC置き換え動作を使わないでください。CDC置き換え動作経由でﾌｧｲﾙが受信されている
時にCDC端末作業が活性になると、動作の間は保留され、一旦完了すると再開されます。

 ・ 明示的なﾎﾞｰﾚｰﾄでの追加命令は以下が支援されます。

 CMD:SEND_9600= CMD:SEND_115200= CMD:SEND_460800=

USBﾚﾍﾞﾙのﾌﾚｰﾑの考慮

ﾎｽﾄからCDCへ送るﾃﾞｰﾀはﾊﾞｲﾄ単位、または64ﾊﾞｲﾄUSBﾌﾚｰﾑ内に切り分けられる塊で行うことができます。このような各々のﾌﾚｰﾑ
はﾃﾞﾊﾞｯｶﾞのCDC TXﾋﾟﾝへ送るため、待ち行列にされます。ﾌﾚｰﾑ毎に少量のﾃﾞｰﾀを転送すると、基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞがﾊﾞｲﾄではなくﾌﾚｰ
ﾑを緩衝するため、特に低ﾎﾞｰﾚｰﾄで非効率になり得ます。最大4つの64ﾊﾞｲﾄ ﾌﾚｰﾑを何時でも活性にすることができます。基板上ﾃﾞ
ﾊﾞｯｶﾞはそれによってやって来るﾌﾚｰﾑを調整します。ﾃﾞｰﾀを含む完全な64ﾊﾞｲﾄ ﾌﾚｰﾑの送信が最も効率的な方法です。

ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞのCDC RXﾋﾟﾝでﾃﾞｰﾀを受け取る時に、基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはやって来るﾊﾞｲﾄを64ﾊﾞｲﾄ ﾌﾚｰﾑへ一列に並べ、それはそれらが満
たされた時にﾎｽﾄへ送るためにUSB待ち行列に送られます。不完全なﾌﾚｰﾑも概ね100ms間隔でUSB待ち行列へ押し込まれ、USBﾌ
ﾚｰﾑ開始通票によって起動されます。何時でも最大8つの64ﾊﾞｲﾄ ﾌﾚｰﾑを活性にすることができます。
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ﾎｽﾄ(またはそれ上で走行しているｿﾌﾄｳｪｱ)が充分速くﾃﾞｰﾀを受け取ることに失敗した場合、ｵｰﾊﾞｰﾗﾝが発生します。これが起きる
と、USB待ち行列に送られつつあるものに代わって最後に満たされた緩衝部ﾌﾚｰﾑが再使用され、完全なﾃﾞｰﾀ ﾌﾚｰﾑが失われます。
この発生を防ぐため、CDCﾃﾞｰﾀ ﾊﾟｲﾌﾟが継続的に読まれることを保証するか、またはやって来るﾃﾞｰﾀ速度が減らされなければなりま
せん。

4.1.3. 大容量記憶装置

基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはそれが接続されるﾎｽﾄ ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑ経由で読み書き操作に対してｱｸｾｽができる簡単な大容量記憶装置実
装を含みます、

これは以下を提供します。

 ・ ｷｯﾄの情報と支援を詳述するための基本的な文書とHTMLのﾌｧｲﾙに対する読み込みｱｸｾｽ

 ・ Intel® HEX形式ﾌｧｲﾙを目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾒﾓﾘに書くための書き込みｱｸｾｽ

 ・ 有用な目的用の簡単な文書ﾌｧｲﾙのための書き込みｱｸｾｽ

4.1.3.1. 大容量記憶装置実装

基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞは部分的にFAT12それ自身の特質とそれの組み込み応用に対する目的を満たすための最適化のため、いくつかの
制限を持ち、高く最適化されたFAT12ﾌｧｲﾙ ｼｽﾃﾑの変種を実装します。

Curiosity Nano USB装置は大容量記憶装置としてUSB第9節適合ですが、汎用大容量記憶装置で期待するものを多少なりとも満た
しません。この動きは意図的です。

Windowsｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑ使用時、基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾏﾈｰｼﾞｬのﾃﾞｨｽｸ部分で見つけることができるCuriosity Nano USB装
置として列挙(認識)されます。CURIOSITYﾄﾞﾗｲﾌﾞはﾌｧｲﾙ ﾏﾈｰｼﾞｬに現れ、ｼｽﾃﾑで次に利用可能なﾄﾞﾗｲﾌﾞ文字を獲得します。

CURIOSITYﾄﾞﾗｲﾌﾞは概ね1Mﾊﾞｲﾄの空き空間を含み、目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘの大きさを反映しません。Intel® HEXﾌｧｲﾙ書
き込み時、2進ﾃﾞｰﾀは大きな付随負荷を与える付加ﾃﾞｰﾀを持つASCIIで符号化され、故に1Mﾊﾞｲﾄはﾃﾞｨｽｸの大きさ用に適当に選ば
れた値です。

CURIOSITYﾄﾞﾗｲﾌﾞをﾌｫｰﾏｯﾄすることは不能です。目的対象へのﾌｧｲﾙ書き込み時、ﾌｧｲﾙ名がﾃﾞｨｽｸ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ一覧に現れるかもしれ
ません。これは単にｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼﾝｽﾃﾑのﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ表示にすぎず、現実には更新されません。そのﾌｧｲﾙ内容を読み出すことは不可
能です。基板を取り外して再接続すると、ﾌｧｲﾙ ｼｽﾃﾑをそれの元の状態に戻しますが、目的対象は未だ直前に書かれた応用を含
みます。

目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽを消去するにはﾃﾞｨｽｸに”CMD:ERASE”で始まる文字ﾌｧｲﾙを複写してください。

既定でCURIOSITYﾄﾞﾗｲﾌﾞはｱｲｺﾝ生成だけでなく、状態と更なる情報へのﾘﾝｸを報告するための以下のようないくつかの読み込み専
用ﾌｧｲﾙを含みます。

 ・ AUTORUN.ICO - Microchipﾛｺﾞ用ｱｲｺﾝ ﾌｧｲﾙ

 ・ AUTORUN.INF - ｱｲｺﾝ ﾌｧｲﾙを表示するためにWindowsのｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗに対して必要とされるｼｽﾃﾑ ﾌｧｲﾙ

 ・ KIT-INFO.HTM - 開発基板ｳｪﾌﾞｻｲﾄへの向け直し

 ・ KIT-INFO.TXT - 基板のﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ﾌｧｰﾑｳｪｱ版、基板名、USB通番、ﾃﾞﾊﾞｲｽ、ﾄﾞﾗｯｸﾞ&ﾄﾞﾛｯﾌﾟ支援についての詳細を含む文字ﾌｧｲ
ﾙ

 ・ PUBKEY.TXT - ﾃﾞｰﾀ暗号化用公開鍵を含む文字ﾌｧｲﾙ

 ・ STATUS.TXT - 基板の書き込み状態を含む文字ﾌｧｲﾙ

情報: STATUS.TXTが基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞによって動的に更新されます。その内容はOSによってｷｬｯｼｭされ、従って正しい状態を
反映しないかもしれません。

4.1.3.2. ﾄﾞﾗｯｸﾞ&ﾄﾞﾛｯﾌﾟ書き込みの制限

施錠ﾋﾞｯﾄ

Hexﾌｧｲﾙに含まれる施錠ﾋﾞｯﾄはﾄﾞﾗｯｸﾞ&ﾄﾞﾛｯﾌﾟ書き込みを使う時に無視されます。施錠ﾋﾞｯﾄを書くにはMPLAB® X IDEまたはMicroch 
ip Studioを使ってください。

ﾋｭ-ｽﾞでのCRC検査許可

(ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄに影響を及ぼさない)後続するﾁｯﾌﾟ消去がCRC不整合をもたらし、応用が起動に失敗するため、ﾄﾞﾗｯｸﾞ&ﾄﾞﾛｯﾌﾟ書き込み
を使う時にﾃﾞﾊﾞｲｽのﾋｭｰｽﾞでCRC検査を許可することはお勧めできません。この状態から目的対象を回復するにはMPLAB® X IDE
またはMicrochip Studioを使ってﾁｯﾌﾟ消去が行われなければならず、これは消去後、自動的にCRCﾋｭｰｽﾞを解消します。

4.1.3.3. 特殊命令

大容量記憶装置への文字ﾌｧｲﾙ複写によっていくつかの有用な命令が支援されます。ﾌｧｲﾙ名と拡張子は無関係で、命令処理部は
内容だけに反応します。
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表4-2. 特殊ﾌｧｲﾙ命令

命令内容 説明

CMD:ERASE 目的対象のﾁｯﾌﾟ消去を実行

CMD:SEND_UART= CDC UARTに文字列を送信。「CDC置き換え動作」をご覧ください。

CMD:SEND_9600=
CMD:SEND_115200=
CMD:SEND_460800=

指定したﾎﾞｰﾚｰﾄでCDC UARTに文字列を送信。ここで明示的に指定されたﾎﾞｰﾚｰﾄだけが支援されるこ
とに注意してください。「CDC置き換え動作」をご覧ください。(ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ﾌｧｰﾑｳｪｱ1.21以降版)

CMD:RESET
書き込み動作へ入ってその後直ちに書き込み動作を抜け出すことによって目的対象をﾘｾｯﾄ。正確なﾀｲﾐ
ﾝｸﾞは目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽの書き込みｲﾝﾀｰﾌｪｰｽに従って変わり得ます。(ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ﾌｧｰﾑｳｪｱ1.16以降版)

情報: 大容量記憶模倣ﾃﾞｨｽｸに送られた内容がここで一覧にされた命令を起動し、成功と失敗のどちらの場合でも反応は提
供されません。

4.1.4. ﾃﾞｰﾀ中継器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ (DGI)

ﾃﾞｰﾀ中継器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(DGI:Data Gateway Interface)は基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞとﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀに基づく可視化ﾂｰﾙ間で生と時刻印された
ﾃﾞｰﾀを転送するためのUSBｲﾝﾀｰﾌｪｰｽです。ﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀでどのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞGPIOﾃﾞｰﾀを表示するのにもMPLAB Data Visualizer(ﾃﾞｰﾀ
可視器)が使われます。これはMPLAB® X IDE用ﾌﾟﾗｸﾞｲﾝまたはMPLAB® X IDEやMicrochip Studioと並行して使うことができる独立
型応用として利用可能です。

DGIがいくつかの物理的なﾃﾞｰﾀ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを包含するとは言え、AVR-IoT Cellular Mini実装は次のような論理回路分析部ﾁｬﾈﾙを
含みます。

 ・ (DGI GPIOとしても知られる)2つのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞGPIOﾁｬﾈﾙ

4.1.4.1. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞGPIO

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞGPIOﾁｬﾈﾙは目的対象応用をﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ可視化応用に接続する時刻印されたﾃﾞｼﾞﾀﾙ信号線です。これらは代表的に時
間軸での低頻度事象、例えば、或る応用状態遷移が起きた時を作図するのに使われます。

下図はMPLABﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)でﾃﾞﾊﾞｯｸﾞGPIOに接続された機械的な切替器のﾃﾞｼﾞﾀﾙ状態の監視を示します。

図4-2. MPLAB®ﾃﾞｰﾀ可視器でのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞGPIO監視
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ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞGPIOﾁｬﾈﾙは時刻印され、故にDGI GPIO事象の分解能はDGI時刻印単位部の分解能によって決められます。

重要: より高い周波数信号の集中を捕獲することができても、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞGPIOが使える有用な信号の周波数範囲は最大約2kHz
です。この周波数を超える信号を捕獲する試みはﾃﾞｰﾀの飽和と溢れになり、DGI作業を中断させるかもしれません。

4.1.4.2. 時刻印

DGI供給元はそれらがﾃﾞﾊﾞｯｶﾞによって捕獲されるため時刻印されます。Curiosity Nanoﾃﾞﾊﾞｯｶﾞで実装される時刻印計数器は0.5µs
の時刻印分解能を提供する2MHzの周波数で増されます。

4.2. 基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ実装

AVR-IoT Cellular MiniはUPDIを使ってAVR128DB48を書いてﾃﾞﾊﾞｯｸﾞするのに使うことができる基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞが特徴です。基板上
ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはUART上の仮想ｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄ(CDC)ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞGPIOも含みます。MPLAB® X IDEとMicrochip Studioは書き込みと
ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用の基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞに対する前処理部として使うことができます。MPLABﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)はCDCとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞGPIO
に対する前処理部として使うことができます。

https://www.microchip.com/en-us/development-tools-tools-and-software/embedded-software-center/mplab-data-visualizer
https://www.microchip.com/en-us/development-tools-tools-and-software/embedded-software-center/mplab-data-visualizer
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4.2.1. 基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ接続

下表は目的対象とﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ部分間の接続を示します。目的対象とﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ間の全ての接続はﾃﾞﾊﾞｯｶﾞが積極的にｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを使わな
い限りHi-Zにされます。従って、小さな信号の混入があるため、ﾋﾟﾝは使用者が望むものに構成設定することができます。

基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞの能力を使う方法の更なる情報については「4.1. 基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ概要」をご覧ください。

表4-3. 基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ接続

AVR128DB48ﾋﾟﾝ 機能ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ﾋﾟﾝ 共有機能

PB0 CDC TX UART3 RX (AVR128DB48 RX線） -

PB1 CDC RX UART3 TX (AVR128DB48 TX線） -

UPDI DBG0 UPDI -

PB2 DBG1 DGI GPIO1/LED4 3.2.5. LED

PD2 DBG2 DGI GPIO0/SW0 3.2.6. 機械的な切替器

5. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ改訂履歴と既知の問題
この使用者の手引きは入手可能な基板の最新版についての情報を提供します。以下の項は既知の問題、旧版の改訂履歴、旧版が
最新版とどう違うのかについての情報を含みます。

5.1. 製品IDと改訂の識別

AVR-IoT Cellular Mini基板の改訂と製品識別子は2つの方法、MPLAB® X IDEまたはMicrochip Studioのｷｯﾄ ｳｨﾝﾄﾞｳ利用して、また
はPCBの裏側の張り紙を見ることによってのどちらかがあります。

MPLAB® X IDEまたはMicrochip Studioが走行しているｺﾝﾋﾟｭｰﾀにAVR-IoT Cellular Miniを接続すると、ｷｯﾄ ｳｨﾝﾄﾞｳが飛び出しま
す。ｷｯﾄ詳細下で一覧にされる通番の最初の6桁が製品識別子と改訂を含みます。

助言: 閉じている場合、ｷｯﾄ ｳｨﾝﾄﾞｳはMPLAB® X IDEでﾒﾆｭｰ ﾊﾞｰのWindows(ｳｨﾝﾄﾞｳ)⇒Kit Windows(ｷｯﾄ ｳｨﾝﾄﾞｳ)を通して開
くことができます。

同じ情報はPCBの裏側の張り紙で見つかります。殆どの基板はA09-nnnnrrとして平文で印刷された識別子と改訂を持ち、ここでの”n 
nnn”は識別子で、”rr”は改訂です。制限された空間の基板は製品識別子、改訂、通番を含むDataMatrix符号だけの張り紙を持ちま
す。

通番文字列は以下の形式を持ちます。

 “nnnnrrssssssssss”
 n = 製品識別子
 r = 改訂
 s = 通番

AVR-IoT Cellular Mini用の製品識別子はA09-3437です。

5.2. 改訂5

改訂5は公開初版です。

ﾓﾃﾞﾑ ﾌｧｰﾑｳｪｱ版で配布されるGM02S : LR8.0.5.10-55042-cs0

いくつかの基板は長すぎるﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞで配布されます。これらは基板に実装する前に短縮されなければなりません。

電池充電器は500mA充電電流用に構成設定されます。AVR-IoT Cellular MiniはUSB 2.0使用で許されるよりも多くの電流を使うかも
しれません。

既知の問題: ｸﾘｽﾀﾙ負荷容量は最適に調整されていません。最善の結果のためにC106は6.8pFのｺﾝﾃﾞﾝｻに置き換えることができま
す。

6. 文書改訂履歴

文書改訂 日付 注釈

A 2022年5月 初版文書公開
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7. 追補

7.1. 回路図

図7-1. AVR-IoT Cellular Mini MCU回路図
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図7-2. AVR-IoT Cellular Mini LTE回路図
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図7-3. AVR-IoT Cellular Mini 電源回路図
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図7-4. AVR-IoT Cellular Mini ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ回路図
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7.2. 組立図

図7-5. AVR-IoT Cellular Mini組立図(表面)

図7-6. AVR-IoT Cellular Mini組立図(裏面)

7.3. MPLAB XとMicrochip StudioとのAVR-IoT Cellular Mini

AVR-IoT Cellular Miniは基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞが両IDEで書き込みとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを支援している素の開発用のMPLAB XとMicrochip Studioの
両方に適合します。

7.3.1. ﾄﾞﾗｲﾊﾞのｲﾝｽﾄｰﾙ

基板を初めてｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続すると、ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑはﾄﾞﾗｲﾊﾞ ｿﾌﾄｳｪｱのｲﾝｽﾄｰﾙを実行します。ﾄﾞﾗｲﾊﾞ ﾌｧｲﾙはMicrosoft® Win 
dows® XP、Windows VISTA®、Windows® 7、Windows® 8、Windows® 10の32ﾋﾞｯﾄと64ﾋﾞｯﾄの両版を支援します。この基板用ﾄﾞﾗｲﾊﾞは
MPLAB® X IDEとMicrochip Studioの両方に内包されます。

7.3.2. ｷｯﾄ ｳｨﾝﾄﾞｳ

基板がｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続され、電力が投入されると、緑の状態LEDが点灯し、MPLAB® X IDEとMicrochip Studioの両方はどの基板が
接続されたかを自動検出します。MPLAB® X IDEとMicrochip Studioのｷｯﾄ ｳｨﾝﾄﾞｳはﾃﾞｰﾀｼｰﾄと基板文書のような関連情報を提供し
ます。

助言: 閉じている場合、MPLAB® X IDEのｷｯﾄ ｳｨﾝﾄﾞｳはﾒﾆｭｰ ﾊﾞｰのWindows(ｳｨﾝﾄﾞｳ)⇒Kit Windows(ｷｯﾄ ｳｨﾝﾄﾞｳ)を通して再
び開くことができます。

7.3.3. MPLAB® X IDEﾃﾞﾊﾞｲｽ系統一括

Microchip MPLAB® X IDEはﾃﾞﾊﾞｲｽとﾂｰﾙを支援するのに特定情報を必要とします。この情報は版一括に含まれます。AVR-IoT Ce 
llular Mini基板についてはAVR-Dxﾃﾞﾊﾞｲｽ系統一括1.2.52版とnEDBG_TPﾂｰﾙ一括1.2.x版または以降版を持つMPLAB® X IDEの
5.40版が必要とされます。一括とそれらの更新方法のより多くの情報については「MPLAB® X IDE使用者の手引き - ﾃﾞﾊﾞｲｽ一括で
の作業」を参照してください。

助言: 最新のﾃﾞﾊﾞｲｽ系統一括はMPLAB® X IDEのTools(ﾂｰﾙ)⇒Packs(一括)、またはｵﾝﾗｲﾝでMicrochip MPLAB® X一括貯
蔵庫を通して入手可能です。

https://onlinedocs.microchip.com/v2/keyword-lookup?keyword=MPLABX:PACKS&version=latest&redirect=true
https://onlinedocs.microchip.com/v2/keyword-lookup?keyword=MPLABX:PACKS&version=latest&redirect=true
https://packs.download.microchip.com/
https://packs.download.microchip.com/
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7.3.4. Microchip Studioﾃﾞﾊﾞｲｽ系統一括

Microchip Studioはﾃﾞﾊﾞｲｽとﾂｰﾙを支援するのに特定情報を必要とします。この情報は版一括に含まれます。AVR-IoT Cellular Mini
基板についてはAVR-Dxﾃﾞﾊﾞｲｽ系統一括1.1.45以降版が必要とされます。一括とそれらの更新方法のより多くの情報については
「Microchip Studio使用者の手引き - ﾃﾞﾊﾞｲｽ一括管理部」を参照してください。

助言: 最新のﾃﾞﾊﾞｲｽ系統一括はMicrochip StudioのTools(ﾂｰﾙ)⇒Davice Packs Manager(ﾃﾞﾊﾞｲｽ一括管理部)、またはｵﾝﾗｲﾝ
でMicrochip Studio一括貯蔵庫を通して入手可能です。

https://onlinedocs.microchip.com/v2/keyword-lookup?keyword=STUDIO:PACKMANAGER&version=latest&redirect=true
http://packs.download.atmel.com/
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・ 全般的な技術支援 - 良くある質問(FAQ)、技術支援要求、ｵﾝﾗｲﾝ検討ｸﾞﾙｰﾌﾟ、Microchip設計協力課程会員一覧

・ Microchipの事業 - 製品選択器と注文の手引き、最新Microchip報道発表、ｾﾐﾅｰとｲﾍﾞﾝﾄの一覧、Microchip営業所の一覧、代理
店と代表する工場

製品変更通知ｻｰﾋﾞｽ

Microchipの製品変更通知ｻｰﾋﾞｽはMicrochip製品を最新に保つのに役立ちます。加入者は指定した製品系統や興味のある開発ﾂｰ
ﾙに関連する変更、更新、改訂、障害情報がある場合に必ず電子ﾒｰﾙ通知を受け取ります。

登録するにはwww.microchip.com/pcnへ行って登録指示に従ってください。

お客様支援

Microchip製品の使用者は以下のいくつかのﾁｬﾈﾙを通して支援を受け取ることができます。

・ 代理店または販売会社
・ 最寄りの営業所
・ 組み込み解決技術者(ESE:Embedded Solutions Engineer)
・ 技術支援

お客様は支援に関してこれらの代理店、販売会社、またはESEに連絡を取るべきです。最寄りの営業所もお客様の手助けに利用で
きます。営業所と位置の一覧はこの資料の後ろに含まれます。

技術支援はwww.microchip.com/supportでのｳｪﾌﾞ ｻｲﾄを通して利用できます。

Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽ ｺｰﾄﾞ保護機能

Microchip製品での以下のｺｰﾄﾞ保護機能の詳細に注意してください。

・ Microchip製品はそれら特定のMicrochipﾃﾞｰﾀｼｰﾄに含まれる仕様に合致します。

・ Microchipは動作仕様内で意図した方法と通常条件下で使われる時に、その製品系統が安全であると考えます。

・ Microchipはその知的所有権を尊重し、積極的に保護します。Microchip製品のｺｰﾄﾞ保護機能を侵害する試みは固く禁じられ、ﾃﾞｼﾞ
ﾀﾙ ﾐﾚﾆｱﾑ著作権法に違反するかもしれません。

・ Microchipや他のどの半導体製造業者もそれのｺｰﾄﾞの安全を保証することはできません。ｺｰﾄﾞ保護は製品が”破ることができない”
ことを当社が保証すると言うことを意味しません。ｺｰﾄﾞ保護は常に進化しています。Microchipは当社製品のｺｰﾄﾞ保護機能を継続的
に改善することを約束します。

法的通知

この刊行物と契約での情報は設計、試験、応用とのMicrochip製品の統合を含め、Microchip製品でだけ使えます。他の何れの方法
でのこの情報の使用はこれらの条件に違反します。ﾃﾞﾊﾞｲｽ応用などに関する情報は皆さまの便宜のためにだけ提供され、更新に
よって取り換えられるかもしれません。皆さまの応用が皆さまの仕様に合致するのを保証するのは皆さまの責任です。追加支援につ
いては最寄りのMicrochip営業所にお問い合わせ頂くか、www.microchip.com/en-us/support/design-help/client-support-services
で追加支援を得てください。

この情報はMicrochipによって「現状そのまま」で提供されます。Microchipは非侵害、商品性、特定目的に対する適合性の何れの黙
示的保証やその条件、品質、性能に関する保証を含め、明示的にも黙示的にもその情報に関連して書面または表記された書面ま
たは黙示の如何なる表明や保証もしません。

如何なる場合においても、Microchipは情報またはその使用に関連するあらゆる種類の間接的、特別的、懲罰的、偶発的または結
果的な損失、損害、費用または経費に対して責任を負わないものとします。法律で認められている最大限の範囲で、情報またはそ
の使用に関連する全ての請求に対するMicrochipの全責任は、もしあれば、情報のためにMicrochipへ直接支払った料金を超えな
いものとします。生命維持や安全応用でのMicrochipﾃﾞﾊﾞｲｽの使用は完全に購入者の危険性で、購入者はそのような使用に起因す
る全ての損害、請求、訴訟、費用からMicrochipを擁護し、補償し、免責にすることに同意します。他に言及されない限り、Microchip
のどの知的財産権下でも暗黙的または違う方法で許認可は譲渡されません。

http://www.microchip.com/
http://www.microchip.com/pcn
http://www.microchip.com/support
https://www.microchip.com/en-us/support/design-help/client-support-services
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品質管理ｼｽﾃﾑ

Microchipの品質管理ｼｽﾃﾑに関する情報についてはwww.microchip.com/qualityを訪ねてください。

日本語© HERO 2022.

本使用者の手引きはMicrochipのAVR-IoT Cellular Miniﾊｰﾄﾞｳｪｱ使用者の手引き(DS50003320A-2020年5月)の翻訳日本語版で
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